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２０２１年５月１４日 

 

コロナ禍の食肉をめぐる状況 

 
公益財団法人日本食肉流通センター 

 

 

 当センターでは、新型コロナウイルス感染症関連で、国産食肉の部分肉価格及び食肉業界

をめぐる状況等について、２０２０年に８月と１２月に、ホームページで公表してきました。 

 今回、当センターが公表している首都圏での部分肉取引情報及び総務省や食肉消費に関連

する団体等が公表している統計資料等を分析するとともに、２０２１年４月に当センター 

公表委員等に対し聴き取りを行い、以下のとおりとりまとめました。 

 

 

 

１ 食肉の「セット」価格等の動向 
  当センターが公表している首都圏での国産の牛肉の部分肉価格（月次価格等：消費税込）

が、これまでのコロナ禍でどのように推移したかを分析しました。 

 

１－１ 首都圏における牛肉の価格動向 
（１）首都圏における牛肉の部分肉セット価格（重量中央値）の動向について 

   ここでは、当センターが公表している牛肉品種規格、和牛チルド「４」（以降、「和牛」

という。）、交雑牛チルド「３」（以降、「交雑」という。）及び乳牛チルド「２」（以降、 

「乳牛」という。）について、部分肉「セット」価格の動向を比較しました。 

図１－１  首都圏：牛肉の品種別部分肉「セット」月次価格（重量中央値）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１－１より、「和牛」及び「交雑」の月次価格は、両者とも、２０２０年６月に最安

値を付けた後、徐々に回復しており、１２月には２０１９年を超えるほどに価格を戻し、  

２０２１年の３月まで前年を超えて推移しています。一方、「乳牛」は、年間を通じ大き

な変動もなく推移し、今年に入っても同じ状況が続いています。 
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   なお、「和牛」及び「交雑」の部分肉セット価格が、枝肉価格より概ね１カ月遅れて   

連動する傾向は、コロナ禍でも継続していました。（下記（２）表１、参照） 

 

図１－２ 首都圏：牛の品種別部分肉「セット」における年次価格の推移 

 

  

 

 

 

 

 年次ベースでみた場合、２０２０年は、前年比で「交雑」

が約８％、「和牛」が約５％値を下げていますが、「乳牛」

はほぼ変動がありませんでした。 

 

 このことから、コロナ禍の影響が多かった牛肉の品種は、

「交雑」、「和牛」であり、逆に、「乳牛」は影響が少なかっ

たと判断されます。 

 

 

 

 

 

 

（２）東京市場における牛枝肉品種別規格別枝肉価格の推移について 

   以下の表には、農林水産省が公表している「食肉流通統計」より、２０２０年１月か

ら２０２１年３月までの東京市場における主要な牛品種の去勢規格についての枝肉卸

売価格（税込）を抜粋し、以下の表にまとめました。 

   表１  東京市場における枝肉の規格別卸売価格 
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・和牛去勢の枝肉価格は、格付のＡ－５・Ａ－４・Ａ－３規格とも、４月を底として徐々

に回復し、１１月には概ね前年並みになりました。２０１９年の１２月の価格が１１月

より安い異常年であったこともありますが、２０２０年１２月の価格は３規格とも前年

比プラスとなり、Ａ－３で１８％高、Ａ－４で１５％高、Ａ－５で６％高となりました。

２０２１年３月には前年比で、Ａ－５が２１％高、Ａ－４が４１％高、Ａ－３が４６％高

となっています。 

 

・交雑牛去勢の枝肉価格は、格付のＢ－３・Ｂ－２規格とも、４月から６月を底として

徐々に回復し、概ね１１月に前年並みとなり、２０２１年３月には、前年比でＢ－３が  

２２％高、Ｂ－２が３２％高となっています。 

 

・乳牛去勢Ｂ－２規格の枝肉価格は、和牛去勢及び交雑去勢ほど、下落率は大きくあり

ませんでしたし、価格の戻りも緩やかです。 

 

 

 欧米でのコロナ禍では、と畜場や食肉加工処理場での作業員の陽性者の発生により、

操業停止になり、食肉の価格が短期的に急変動した事例がありましたが、日本ではその

ようなことはありませんでした。 

 

 なお、枝肉価格の価格低下率に比べ、部分肉セット価格及びロイン以外の部位別価格

の低下率が小さくなるのは、枝肉を加工処理して部分肉に加工したり、部分肉を輸送し

たりするコストには、枝肉相場とは連動しないで近年上昇傾向にある人件費が含まれ、

それらが枝肉価格に上乗せされて、セットや各部位の価格が形成されるためです。 

 

 

（３）セット価格の動向と枝肉価格の動向の比較 

 セット価格の動向を牛肉の品種別に比較しますと、コロナ禍で負の影響を多く受けたのが

「交雑」、「和牛」であり、影響が少なかったのが「乳牛」です。 

 

 ここで、２０２０年次の枝肉価格をみた場合、和牛去勢「Ａ－３」では１０月まで、交雑牛

去勢「Ｂ－３」では１１月まで、乳牛去勢「Ｂ－２」では年間を通じ、価格は前年を下回って

おり、全ての品種でコロナ禍に価格が下がりました。 

 

 乳牛去勢「Ｂ－２」の枝肉価格が下がっているのにもかかわらず、「乳牛」がセット価格を

維持した要因は、枝肉から部分肉に加工する人件費及び必要資材費等諸経費並びに運送費が

上昇し、枝肉価格に上乗せされた結果、単価の安い枝肉価格の下落分が相殺されたと考えら

れます。なお、上乗せ経費は、品種や肉の単価に関係なく、枝肉キロ当たりの作業単価や部

分肉キロ当たりの運送費が適用されることが通常であるため、単価の高い「和牛」や「交雑」

では、枝肉価格の下落分を相殺できなかったのです。 

 

 ２０２０年６月からの回復状況についてみると、「和牛」では、年末の１２月まで順調に上

昇してきました。 

 しかし、「交雑」では、前年比でみる価格の回復は、「和牛」に比べ緩やかでした。 
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（考察１）なぜ、セット価格への影響が「交雑」の方が「和牛」より大きかったのか。 
 

 生産量が微増傾向であった中で、インバウンドの激減及び外食機会の減少により、「和牛」

セット価格の大きな下落が２０２０年４月に始まりました。 

 

 政府のコロナ対策の一環として、価格が下落した牛肉に対し、「和牛保管在庫支援緊急対策

事業」及び「国産農林水産物等販売促進緊急対策事業」等によって 

① 和牛の冷凍保管経費及び新たな販売取組を支援する対策 

② 小売業者への納入価格を仕入れ価格より安く販売できる対策 

③ ネット販売、通販、ふるさと納税での利用を促進する対策 

④ 新規に学校給食等に和牛肉や交雑牛肉を提供する対策 

が講じられました。 

 

 量販店では、「和牛」価格が下落した４・５月期は、期間限定の特売を実施したり、９月   

以降は上記②の対策を活用した「和牛肉」の特売を行ったりした店舗が多くみられました。

「交雑肉」より販売数量の多い「和牛肉」の特売の方が宣伝効果が高いと判断したのでしょ

う。②の対策を活用すると牛枝肉相場が上昇しても、補助金を活用すれば安く販売できたた

め、年末の牛肉需要期に向け、価格の上昇傾向が継続したのだろうとかんがえられます。 

 

 ③のうち、ふるさと納税では、関係サイトをみると、「和牛肉」の数が「交雑肉」に比べ   

多いです。 

 

④給食費の制約がある中で、和牛肉や交雑牛肉等を使用した牛丼等が肉牛生産地等の多く

の学校給食で提供されました。 

 

 また、６月以降、「和牛肉」が大部分を占める輸出が、数量ベースで前年比で増加に転じ、

その後、増加傾向が継続しました。 

 

 以上のことから、「和牛肉」の方が「交雑肉」に比べ価格の回復が早く、年次ベースでの   

価格下落率が小さかったのだろうと推察します。 

 

 ただ、外国人観光客数、国内の外食機会・観光が以前の水準に戻り、単価の高い牛肉への

需要が回復するには、まだ時間を要するため、上記のような事業がなくなれば、牛肉の相場

が今年のゴールデンウイーク後に下落することを懸念する食肉卸売業者が複数いました。 

 


